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電子＠連絡帳とオプションサービスを用いた
医療・福祉統合ネットワークのご紹介

中部テレコミュニケーション（株）

名古屋大学医学部附属病院

先端医療・臨床研究支援センター
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• 1961年国民皆保険から続いた「病院完結型 医療」の実質的破綻

• 「地域連携型医療」へのパラダイムシフト

• 超高齢化社会の到来と高齢者慢性疾患の地域ぐるみの疾病管理

• 医療と福祉（介護）のシームレスな連携

• 都市部での高齢化は、地縁、血縁、コミュニティー力が弱く、地

域特性を生かしたよりこまめな対策が必要

• 地域包括ケア・地域包括ケアシステム

→日常生活圏を基点とするケアへ

医療・福祉（介護）の連携から統合へ

多職種連携を支える情報共有基盤（ICT基盤）が必要

電子＠連絡帳誕生の背景
医療・福祉（介護）を取り巻く社会環境の変化
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名古屋大学が開発した多職種連携を支える情報共有基盤システム
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地域医療連携・地域包括ケア統合ネットワークシステム
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電子＠連絡帳誕生の背景
地域医療連携と地域包括ケアの融合

病診連携
地域連携パス

在宅医療・介護
地域包括ケアシステム

かかりつけ医急性期病院

回復期病院

訪問看護事業所

訪問介護事業所

訪問看護師

介護福祉士等

• 在宅への移行（厚生労働省の指針）
• 医療機関の機能分担、強化
• 地域医療連携体制の構築

• 移動時間も捻出する業務効率化
• 広範囲に点在する多職種の情報共有

• 顔の見える関係作り

電子カルテ
地域連携パス

【開発ツール】

電子連絡帳
地域包括ケアシステム

【開発ツール】

在宅医療・福祉統合
ネットワークシステム

多職種間・異業種間の
情報連携と共有

電子@連絡帳
地域医療連携 地域包括ケア
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電子＠連絡帳の基本機能①

見るだけで、簡単に情報共有。

見る

基本的な使い方は、自分が担当している患者、プ

ロジェクト等をただ見るだけ。

支援チームの発言や資料など、まとめて見る事が

出来ます。

支援チームの記事や資料は、時系列で分かりやす

く表示。患者のケア状況についても、前後の流れ

が把握しやすくなっています。

支援チームの医師や看護師、薬剤師、ケアマネー

ジャー等の支援チーム間で行われているやり取り

が一目でわかります。

パソコン（Windows, Mac）、スマフォ・タブレット

、携帯などとつかって利用できます。もちろん、セキ

ュリティは医療情報が扱えるぐらい万全。

時系列だから分かりやすい。

他のメンバーのやり取りもわかる。

使い慣れている機器で利用できる。

好きなときに、好きな場所で。

連絡したい事や共有したい資料がある場合には、

その場で伝言メモを残す感覚で書き込んでくださ

い。他のメンバーが都合の良いときにすぐ確認で

きます。

診療情報や申送り、FAXなど支援チーム間で共有

したい資料は、写真にとって登録するだけでOKで

す。メールを送る手軽さで共有できます。

あなたの記事は、支援チームのメンバーしか見る

事ができません。メンバー外やサービス提供者も

見る事ができません。特別便を利用すればメンバ

ー内の特定の人とだけのやりができます。

メール感覚で資料を登録。

メンバーしか見ないから安心。

介護事業に必要な主治医意見書、訪問看護指示書

・報告書等を標準装備しているので、簡単登録で

きます。

項目を選ぶだけで様式ができる。

書き込む

患者

プロジェクト

その他

【情報カテゴリー】

レスパイト

【追加機能】

見守りサポート

・・・

個人情報取り扱
い可能
例：主治医探し

施設・参加者間
情報共有
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「医療画像」の共有

連絡ノートの共有したいページを写真に撮

ってアップすれば、いちいち連絡ノートを

見に行く手間も省けます。

ノート代わりにも。

「連絡ノート」の共有

患者の患部写真を登録して共有したり、写

真にコメントを付けたりする事もできます

。

患者の症状も。

「写真」の共有

届いたFAXをその都度登録する習慣にして

おけば、FAXがたまることもありません。

たまったFAXも。

「FAX」画像の共有

病院等で撮影したCTやMRI画像も登録す

れば、内外の関係者とも簡単に情報共有す

る事ができます。

共有したい画像も。

医師や看護師、ケアマネなど複数が関わる

文書なども手軽に登録できます。

使いなればExcelやワードをそのまま登録で

きます。

報告書や必要書類も。

「文書ファイル」の共有

HPKI等の電子署名を付ければ、印鑑や郵送

などの手間がなくなります。

電子署名で紙いらず。

添付ファイルを原本として共有

電子＠連絡帳の基本機能②
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医療・介護事業者が使用する情報共有ツール

標準化・連携アダプタ
【HL7、IHE（PIX/PDQ/XDS等）、SS-MiIX2、XML等】

他社製医療・介護系システム

医療機関向けシステム
介護保険事業者
向けシステム

Team

TEAM
訪問看護・介護業務効率化
のための帳票作成アプリ

地域カルテ

医療従事者が施設
単位で、医療情報
を記録するアプリ

電子署名基盤
（SignedPDF）

電子化された医療文書へ
、電子署名を行うアプリ

HARMONY suite

地域単位で、患者
の診療情報を共有

できるアプリ

HARMONYsuite地域カルテ

電子＠連絡帳とのシステム連携
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患者家族向け
システム

電子＠支援手帳
患者・患者家族が使用する

記録手帳アプリ

印
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セキュリティの基本方針
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セキュリティ基盤
（Nagoya-RHIE）

地域医療標準化ストレージ
（Nagoya-RHIE）

施設管理者用
ID/パスワードと

証明書発行

電子@連絡帳

利用施設
責任者

セキュリティ基盤
（Nagoya-RHIE）

地域医療標準化ストレージ
(Nagoya-RHIE)

電子@連絡帳

医師会等の会員

医療・福祉統合クラウド

各病院単位

閉域網（専用線）連携

SSL/TLS+クライアント認証 IPsec + IKE

ポータルサイト セキュアクラウド 超セキュアクラウド

地域の用途に
あわせて選択

PC(Win&Mac) iOS端末PC(Win&Mac) iOS端末 Android端末

施設登録申請

利用者の
登録

利用者管理
システム

利用者
施設
属性

証明書

証明書

VPNソフト

提供１

インターネット

提供２

大手銀行のビジネス向けオンラインバンクク
ラスのセキュリティ、且つ、ロースペックな

端末でも利用可能

ほぼ全ての端末で利用可能 1.5G以上のメモリ搭載パソコン,iOSのみ

院内カルテシステムとオンライン連携が可能なネッ
トワークを構築できる

Windows
Phone

Android端末

オプション

電子カルテ等

電子＠連絡帳サービスの接続種類
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電子@連絡帳のセキュリティポイント
セキュアクラウド

 

ログイン
担当一覧／検索 文書一覧／記載

ログアウト

電子証明書を組込んだ
パソコン・タブレット・スマートフォンのみアクセス

登録した携帯電話メールを使えば
その場でプロジェクト情報の記載が可能

（写真や動画の添付もできます。）

支援チームの施設等

携帯電話
（メール投稿のみ）

パソコン

タブレット・スマホ

登録済みの記事は、カレンダー、投稿者、タグから抽出できます。

文書一覧／閲覧

 

使用端末

チャンネル
セキュリティ

SSL/TSL
+

クライアント認証

ID,パスワード
+

証明書認証 利用者が担当している情報のみ表示
※他の施設情報は一切見れない

利用者が記載した記事の
み編集が可能
※他の施設情報は一切見
れない

登録されるデータは全て暗
号化されて格納される。

• メンバーの入換えは随
時可能。

• メンバーから外れると
譲歩には一切アクセス
できなくなる。

• チーム内メンバーが変
更されると他のメンバ
ーに通知される。

オブジェクト
セキュリティ

セキュリティ基盤上の対策

電子署名システム
(HPKI)

ドキュメント共有レジストリ
(IHE XDS)

患者ID統合基盤
( IHE PIX/PDQ)

地域間利用者・施設情報共有基盤
(広域LDAP)

広域監査ログ
(IHE ATNA)

利用者管理システム
(ソフト、証明書、コンフィグ配布)

超セキュアクラウド

IPsec + IKE
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1

2

3

患者登録手順
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患者サマリ

基本情報 医療・看護サマリ

介護サマリ薬剤サマリ
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患者サマリ

基本情報 医療・看護サマリ

介護サマリ薬剤サマリ
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電子＠連絡帳の広がり
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電子＠連絡帳の開発サイクル

名古屋大学医学部附属病院 先端医療・臨床研究支援センター

定期的なシステムアップデート（無料）
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平成28年度診療報酬改定<抜粋>

24

ご参考
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ご参考 平成28年度診療報酬改定<抜粋>
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電子＠連絡帳と他ICTツールの違い

1. システムへの接続種類が施設の状況（接続環境）に応じ選択することができます。

→ SSL接続、IPsec接続、専用線（広域イーサー規格）が選択可能です

2. 在宅療養者向け情報連携シート（在宅医療・介護連携サマリ）が標準で準備されている

→ 在宅療養者向けに必要な連携項目が、情報連携シートとして標準準備されてます。新
たに、地域別に１から、情報連携項目を洗い出す必要がありません。

3. 外部システム（業務システムおよび他情報共通ツール）との連携検討が可能

→ あらかじめ外部連携を意識したつくりになっている（標準化・連携アダプタを搭載し
ている）ため、他情報共有システムおよび、業務システムとのデータ連携が検討可能

4. 利用者にとって使いやすいシステムに成長（定期的なバージョンアップ）が期待できる

→ 導入済み地域よりからあがる、操作・機能面の変更要望を集約し、意見を反映させた
定期的なバージョンアップ、軽微改修おこなうため、成長するシステムとして期待が
できる

5. オプション利用による独自性（地域課題にあわせた独自性）を出すことが可能

→ 地域課題別にシステムを構築、準備することができる。（例：見守り、地域資源マッ
プ、災害対策など）

ポイント
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